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オーストリア・ウィーンに暮らし
て40年になります。人口約850
万人で国土面積は日本の4分の
1ほどの小国ですが皆様もご存
じのとおりウィーンは音楽の都と
して世界に知られています。

人口が少ないにもかかわらず
毎晩演奏会やオペラが上演され
ており、またその他の催し物も多
く、オーストリア人の文化に対す
る関心の高さは目を見張るもの
があります。また昔「会議は踊る」
という映画で一躍有名になった
街でもありますから11月から2月
にかけてはそのなごりで舞踏会
が各地で開催されています。また
オーストリア人は非常に社交的
でそれはお国柄とでもいえましょ
うか、一年中国際会議やイヴェン
トなどにも場所を提供し世界各
国からのお客様をお迎えしていま
す。それに伴いホテルやペンショ
ンなども多く最近は伝統的なホ
テルだけではなくモダンな作りの
ホテルも多くなりました。国民性と
しては常に国の美化を図り、生

活の中には音楽を取り入れ、地
方でもお祝いやお祭り事などを
盛んに行う国民です。

オーストリアのザルツブルグ市
は川崎市と1992年より姉妹都
市をむすんでおり、川崎市から市
長が訪墺され、音楽会を鑑賞さ
れたこともありました。ザルツブル
グ市の旧市街も大変美しく世界
各国からの観光客で常に賑わっ
ています。またもう一つ忘れては
いけないのはウィンタースポーツ
で、冬季オリンピックではオースト
リア人選手は各種目で毎回上
位に名を連ねています。

ウィーンの街は国民の生活水
準の高い都市として、毎年世界
1位、2位を争っています。日常生
活の衣食住は40年前と比較し
ますととても便利になり、物価も
地域によりそれほど高くありませ
ん。サービスの面では日本の便
利すぎるサービスと比較しますと
まだまだですが、それが当たり前
と思ってしまえばさほど苦になりま

せん。いずれにしましても街中は
素敵な街並みですし、お料理も
美味しく最近は“ヌーベルクイ
ズィン”とでもいえましょうか、新し
いスタイルの食が流行でレストラ
ンは四季折々いろいろな食材を
使い工夫を凝らしています。日本
食も健康ということで大変な人
気です。私はその昔、毎回日本か
らトランクにいっぱい日本の食材
を持ちかえりましたが、近年はそ
の苦労もなくなりました。

残念なことは最近他国から
オーストリアに入り各地でスリな
ど犯罪をする人が多くなっている
ということです。警察当局も防犯
カメラの設置などその対策に力
をいれていますが、日本人も多く
被害にあっていますのでおいで
になられる方はご注意をお願い
いたします。

（文・写真：キュッヒル 真知子さん提供）

オーストリアと川崎

日本食も人気です

ウィーンを訪ずれる方へ

文化度も国際色も高い
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オーストリア共和国
面積：8.4万㎢
人口：約850万人
首都：ウィーン
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▲グラーベン通りからミヒャエル広場を見る

▲国会議事堂

川崎市名誉国際親善大使

夫、ライナー・キュッヒル氏と
暮らすウィーン

（バイオリニスト）
2月20日(土)に川崎市国際交流セ

ンターホールにて、「外国人市民によ
る日本語スピーチコンテスト」が開催さ

れました。雨にもかかわ

第21回 外国人市民による
日本語スピーチコンテスト 受賞者

最優秀賞

「求む！日本の底力」

カデュカ 
ダルマ ラズさん
◉ネパール出身

❶最初は日本語力に自信がなくて断り
ました。しかし、学校の先輩やクラス
メートに励まされ、来日したばかりの
時は苦労した日本語の、勉強の成
果を発表してみたいと思いました。
出場して楽しかったです。

❷故郷ネパールでは、国の将来を考
える人が少ないように感じたので、ス
ピーチにはネパール人へのメッセー
ジも込めました。例えば「ゴミはゴミ箱
へ」というルールはみんなが知って
いるけれど、実践は難しい。私も来日
したての頃、道にゴミを捨てたことが
あります。しかし、何日も自分のゴミだ
けが残っているのを見て恥ずかしく
なり、とうとう自分で拾ってゴミ箱に
捨てました。

❸日本語の擬音語や擬態語のひび
きが好きです。

らず、222名の来場者が出場者の応
援に駆けつけました。

コンテストの条件は「来日5年以内
の外国人市民」で、今回は13名（中
国6名、ベトナム3名、ネパール2名、モ
ンゴル1名、カンボジア1名）が出場し
ました。審査委員長の関口明子さん
の、「全体として、とても心あたたまる
スピーチコンテストであり、静かな語り
口も魅力となって聴衆を惹きつけまし
た。また、若者たちが日本を理解しよう

としてくれることこそが、世界平和に
つながると思います。」との講評が印
象的でした。

上位受賞者3名にインタビューをさ
せていただきました。
質問内容は：
❶日本語スピーチコンテストに参加

するきっかけと感想
❷テーマを選んだ理由は？
❸好きな日本語は？

川崎商工会議所会頭賞

「沈黙の意味」

チャン 
ティ フェンさん
◉ベトナム出身

❶帰国する前に、日本の友人やお世
話になった皆さんへ感謝の気持ち
を伝えたかったからです。また、自分
の経験が他の留学生たちのために
なればよいと思ったので出場しまし
た。そして、会場の皆さんの笑顔から
自分の気持ちが伝わっていることが
わかり、うれしかったです。

❸敬語はきれいな言葉ですね。ベトナ
ム語にもていねいな言葉はあります
が、日本語の敬語はもっと意味が
深いように感じます。

審査委員長賞

「人とつながりたい」

チルハースレン 
バーサンドルジさん
◉モンゴル出身

❶先生からの薦めもあり、いい経験に
なると思って出場しました。来月帰国
するので、良い思い出になりました。
将来の励みとなります。

❷私はＳＮＳ※などを使うより実際の
“つながり”を大切にしたいと、いつも
思っているからです。

❸「愛」は日本語に“はまった”きっかけ
の言葉です。

※SNS：ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。人と人とのつながりを促進・サポートする、コミュニティ型のインターネットサイトのことで、FacebookやLINEなどが代表例。
エスエヌエス フェイスブック ライン

（取材・文：編集ボランティア 青柳尚子）ミニコンサート：バラライカプラス（ロシア）

司会 
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（エジプト）

留学生のボランティア（台湾2名、マレーシア1名）
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